



















































































































































作られた」大都市の眺望の いたので る。何人かが陸に派遣された。彼らが帰ってこない で、ファン・ネックは船を岸壁の下にもっと近付けるため、水路 深さを測る









































































方もないエネルギーと意志の力をその他の地域におけるオランダ勢力の拡大に向けることができた。マカオとマニラを、またこれら 地における中国貿易を攻撃することによって、極東における敵の力は徐々に弱まっていき、中国貿易を部分的にバタヴィア 向けることができるはずである。一六一九年から一六二一年までのオランダによるマニラ封鎖で、数隻の中国ジャンク船が捕獲された。また、おそらく脅しがきいた船も何隻かはあっただろうが、多くの船は封鎖を通り抜けることができた。この長びく作戦よりオランダがは かに好んだのは一度の向こう見ずな攻撃であった。もし、 この攻撃が成功したなら、 極東 お ヨーロッパの軍事的、商業的勢力の均衡を大きく変えたことであろう。一六二二年六月二四日、約八〇〇名か な オランダ軍の兵団が一三隻の船からマカオ付近の海岸に上陸した。オランダ人の進軍 、偶然命中した弾が火薬樽の一つを爆破した後でさえも、順調であった。疲れが出始め、ポルトガルの集中砲火にさらされるようになるまでは。彼が船に退却しようとした時、ポルトガル人と大勢 酔っぱらった黒人奴隷たちが「サンチアゴ！」と叫び ら、彼らを追いかけた。そ て、最初は秩序正しく行われていたオランダ人の退却は、秩序のない だ 逃亡になってし





澎湖諸島ない 台湾に強固な拠点を設立 、そこ らマニラにおける中国貿易を妨害するように の命令を受けてた。中国当局との交渉は、なるべく早く始められなければならなかった。そしてオランダ人は、澎湖諸島ないし台湾で貿易を行うことが中国人に許可されるよう要求 なければなら かった。さらに彼らは、中国当局が中国の商人に対して東インド会社の許可証 しで航海す こと 禁ずることを要求し ければならなかった。これらの許可証はもっぱらバタヴィアへの航海のために発行される。初期にはシャムやカンボジアへの航海のためにも発行されることもありうる。も 、中国当局が拒んだり決定を延期しようとするならば、中国の船舶は攻撃され、中国沿岸部は可能な限り封鎖され そ 、拿捕され ジャンク船の船員は、 強制労働者としてジャワ いし香料諸島へ連行される。
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この地域のオランダの司令官は、中立の船舶や中立地域を攻撃することは、中国人にオランダ人が非人間的で残忍であるとの確信を強める結果をもたらすだけである、という考えにすぐに至った。中国という国家は、南東アジアのいくつかの小さな沿岸国 ように侮辱され、脅されるべきではなかった。しかしながら、これらすべてのことは、特にバタヴィアでは全く忘れられていた。そこでは職員の思考パターンが南東アジアで適用された戦略やそこで得られた経験に支配されていたからであ 。中国人 は貿易を無理強いできるという意見は、一六六五年頃まで繰り返し表明された。　
一六二二年七月、オランダ艦隊は澎湖諸島に到達した。
































に報告される。オランダ人は、他の港が見つかるまで澎湖諸島にとどまることを許されるであろうが、それ以上は許されない〔というものであった〕 バタヴィアのオランダ当局にこの合意 承認させるため 直ちに中国の使節団がそこに派遣されることになってい 。商の統治下にあ 省から中国人が台湾 来て貿易を行うこ を禁止 る 商は約束したかもし が、そ についての十分な証拠はない。　
ともかく、一六二三年六月に商もレイエルセンも、彼ら

















た。彼らは澎湖諸島への食糧および必需品の供給を断つため海外への渡航数を減らした。このことは中国人の意図に対するオランダ人の疑念を増した。オランダ人が澎湖諸島における防衛施設の作業 再開 ことはオランダ人に対する中国人の不信を増大させた。六月に、一人の中国人使者が、表向きは、交渉再開を試みる めに澎湖諸島に渡ってきた。しかし、この使節は、オランダの注意をそらし、オランダの立場の強さを調べる意味あいの方が強かったに違いない。レイエルセン 八月に厦門地域 訪問 が、中国当局が、澎湖諸島からの立ち退きとすべて 中国人捕虜の解放を貿易関係の話し合い 条件とすることに固執続けていることに気が付いた。彼らはこの場合、明らかにバタヴィアにおける中国貿易を考えており、台湾におけるものではなかった。この失望にもか わ ず、オランダは一〇月になお使節団 厦門に送った。 かし 彼ら 船は、 全く予期しなかったことに焼き討ち船 攻撃 受けた。今や、それ以上の交渉は不可能だった。だが、オランダ人
は海岸沿いに敵対行為を始めるにしてはわずかな人員と船舶しか割くことができなかった。一六二四年一月、二隻の船が澎湖諸島から派遣された。彼らは厦門南方の沿岸に、いくばくかの損害を与え、何人 を捕虜にした。　
一六二四年二月、澎湖諸島の北方に四〇～五〇隻の戦闘





から、オランダ人が澎湖諸島から去るなら、中国商 台湾でオランダ人と貿易すること 許されるだろうとい 確約を得た後に、オランダ人は要塞を壊し始めた。そ 年の末ごろ、彼らは全面的に台湾に退却した。中国皇帝の政府が、台湾においてオランダ人と貿易するための正式 許可を一度でも与えたということはほぼありえ いようであるが、省当局はそのために必要な正式の証明書を発行 、時には関税まで課したようである。




































の艦隊と同盟しよう 試みたが、何も達成することはできなかった。一六二八年に鄭が不安定な支配を確立することに成功すると、オランダ人は鄭に不安定かつ疑い深く接近するようになった。しかし、オランダ人は、全ての商人が鄭と貿易するために来るのを鄭が認め かったこ に抗議し、 今後は商人がオランダ人と貿易するのを妨げないこと、および、毎年大量の絹をオランダ人に売ることに同意するまで、鄭をオランダのヤハト
船（ⅷ）
に閉じ込めた。その後、鄭















































































人の対応は弱く、まとま がなく、時には愚かだっ しかし、よりよい方策をとることにより、台湾がオランダのものであり続けたかどうかは全く確かではない。 らが自分たちではどうすることも きない事態 巻き込まれることは予測できたであろう。つまり、清に る中国南部と台湾の中国人居留地の占領である。一六五〇年頃、多く 中国人戦争難民が台湾に渡って来ており 中国人の人口 オランダ統治下において三五〇〇人から一万四〇 〇人 いし一万五〇〇〇人までになった。五〇年代にさらに多く避難民がやって来たが、当時の中国人の総人口に関する数字はない。これらの住民の多くは中国に彼らの家族 残していたので、五〇年代にはおよそ六〇〇〇人も 戦闘可






























困難がオランダ人と台湾の中国人指導者たちの絆を弱めた。多くの中国人の徴税請負人や許可 受けた村の商 たちが、彼らの許可を得るためのせり値をあげた。しかし、契約に規定されていた金額を儲け は不 能なことが分かった。そうすると、彼らはオ ダ人から高利の金を借りるようになった。一六五八年、台湾における砂糖市場が下落したため、オランダ人は、彼らがその時 で中国人生産者に支払ってい 砂糖の固定価格を下げた。　
だがより危険だったのは、時を同じくして高まりつつ





ぼ中国貿易から切り離した。それは、表向きには彼の所有するジャンク船が、台湾あるいは別の場所で不当に扱われていることを理由としていた。しかし、おそらく、中国の品物を日本やベトナムなどで販売する際、オランダ人が自らの競争相手となる可能性を摘み取る めでもあっただろう。一六五六年、国姓爺は自分の支配下 あるすべての中国人に台湾を去るよう命令を下 た。一部の者たちはこの命令に従ったが、もしオランダ人が止めなければ、もっと多くの者がこの命令に従ったことであろう。一六五七年、オランダ人は国姓爺に対して 毎年、銀と戦争用物資、そして胡椒貿易港の使用許可証 提供することを申し出そこで彼は台湾における貿易を再開したが すぐに新たな事件について不満をもらすよう なった。オラ ダ人カンボジアやジョホール〈
Joh
ore 〉から来た国姓爺のジャ














oyer 〉 とヤコブ・デ・ケイゼル 〈
Jacob 





























































Joan van der Laen
〉の指揮下に





たが、その多くはきわめてよく武装され、非常に規律正しかった。はるかに数で勝る中国の軍隊へのオランダ人兵士の小集団による二度の絶望的な攻撃は、惨めな敗走劇という結果に終わった。オランダ人は、郭懐一傘下 農民のように、マスケット射撃で中国人を追い払うことができるだろうと考えていた。港の中の四隻のオランダ船が国姓爺のジャンク船と激しい戦いを始め が、それは一隻の船の弾薬貯蔵庫が爆発し、残り三隻が公海へ敗走することで終わった。五月の終わり頃にはオランダ人はただ「ゼーランディア城」だけを占領 維持してい だけになった。夏には多少の援軍が来たが これは中国の軍隊に何か すためには十分ではなかった。任命され コイエット 後任が来たが、 状況を見ると一目散にバタヴィアに逃げ去った。国姓爺の軍隊 台湾の大部分の居住地で彼らの支配を強化し、何人かのオランダ人の教師、宣教師やその他の捕虜たちを殺し、彼らの妻を将校に分配した。一六六二年二月一
日、その城は降伏した。コイエットは、彼には他に残されたものはなかったとはいえ、この降伏の犠牲になった。　
オランダ人は一六六四年から一六六八年まで再び基隆を






















隊を送った。彼らは、一六六三年一一月、福建の海岸沿いにあった鄭氏の駐屯地を襲撃し、清が鄭氏の軍隊を厦門、金門島から撃退することを助けた。しか 、一六六四年一二月 は、清の艦隊が海洋から再び帰って来 しまっ
たため、台湾を協力して攻撃する計画が水泡に帰したことを知った。さまざまな原因からオランダ人と清は互いにとても厄介な信頼できない盟友であると気付いた。オランダ人は鄭氏の軍隊と基地にできるだけ早く、できるだけ多くの損害を与えたいと考えていた。それに反して、清は一六六二年の国姓爺の死とそれに続く激しい後継者争いの果てに、鄭氏の軍隊の大半が平和的に降伏するこ を望んだ。しかし、これには時間がかかり、オランダ人はこのすべての過程が敵を打ち負かすチャンスをみすみす逃し、敵と臆病な交渉をするものだと考え それ 対して清はオランダ人を「急ぎすぎ」とみなし、オラ ダ人が鄭氏の駐屯地を勝手に攻撃 た時には協力する用意がなかった。　
一六六三年一一月の履門や金門島周辺での大規模な交戦
において、やっと協力すること なった。鄭氏 艦隊に対するオランダの攻撃や、おそらくそれ以上 、オランダの艦船や大砲が引き起こした驚きが、激しく戦った清 勝利となるはずのものを全面的な殺戮劇に終わらせることなった。協力 ための合意におい は、履門や金門島を占領した後にオランダ人が貿易特権を得るということが取り決められていた。しかし、すぐにオランダ人は 清の官僚制では、物事は最初に見えたものよりもより複雑であるいうことを知った。はじめは一六六三～一六六四年の船舶
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の積荷の販売についてのみ承認され、その後二年毎に貿易用輸送品の販売が承認された。最終的には一六六四 に、計画されたがついには失敗し 台湾への遠征に彼らの参加を容易にするための特別な恩恵として、これらの認可なしに貿易を行うこと 認められた。オランダ人は、中国人が特権を与えられた何人か 商人にだけオランダ人と貿易を行う承認を与えていることに対して絶えず不満を言い 彼らが官僚側の遅れや言い逃れに遭遇した時には ばしば横柄になり、苛立った。一六六五年 は、彼らは貿易使節団のみを派遣し、戦艦 全く派遣しな った。しかし、この外面上穏やかな年は、中国・オランダの脆 友好関係の終わりを意味した。中国の伝統的な外国とのアプローチの仕方は、とりわけ管理的で官僚的であった。中国人 外国人との接触 細かく定義されたルート 規則によって制限することに努め、臣下が貿易の認可を求めたすべての君主に対し、決められた期間 使節を送ることを求めである。これら 規則は、清の官僚制度の新たな活性化や、彼らが海上貿易の全て 形態 厳密な管理 行うよになった結果、 の時期に、さらに大幅に厳しくなデ・ホイエルやデ・ケイゼルが大使と て受け入れられ時に、八年毎に大使を派遣してもよいという「特権」を与えられたが、それは一六六四年に再び使節が派遣され け
ればならないことを意味した。オランダ人が一六六四年と一六六五年に使節を伴わずに現れた時、
  彼らは中国の役人





関する報告について聞いたとき、福州 官吏 非常に立腹した。しかしながら、彼らは即座に処置をとるこ はしなかった。 一六六六年一月にオラ ダ が福州 出発した時、彼らは使節団を伴わずして戻ってくることはできないと警告された。この年に起きた他のあらゆる問題にもか わらず、 また、 皇帝への上奏文の中で、 人 確実に戻ってきて再び厄介事を引き起こすであろうと高官が警告 た



























行う許可を得られなかった。一六六八年に広州へ派遣した二隻の船はごく少量の商品のみを売り、しかも、それは無許可であった。ここにおいて東インド会社はバタヴィアと中国との貿易を一六七六年までバタヴィアの自由市民 （ 〔東インド〕会社に勤めていない自由な住民） 、バタヴィアの中国人、そしてマカオのポルトガル人に任せ 。　
中国での大きな問題によって、貿易を再開するには新し
い障害が生じた。一六七三年から一六七五年の間に 征服戦争の間に清に仕えていた三人 重要な中国人の将軍が「三藩の乱」の際に満州 支配者に対して反乱を起こした。国姓爺の息子、鄭経〈
Cheng Ching 〉はすぐに福建
で反乱者たち 味方をし、厦門および隣接した沿岸地方奪還し 一六七五年、福建と広東の反乱者 ちは書簡バタヴィアに送り、そ 中で貿易船を派遣するようオランダ人にすすめ、鉛、硫黄、硝石といった戦争必要品の購入に非常に大きな関心 あることを明らか した。一六七六年、オランダ人は広州にも福州にも船を派遣した。広州で彼らは政治的な不安定さが貿易を阻害しているということ
－  241  －
史苑（第七三巻第一号）
















に派遣しなかった。というのも、フ ス の攻撃の可能性に備えてバタヴィアを防衛するため、できるだけ多くの船を使うことを望んでいたからであ 。通常の貿易は、一七二八～一七二九 やっと再開さ た この時期、バタヴィアと中国との間の貿易は中国のジャンク船と、時はマカオのポルトガル人によって送られた船団によ て担われていた。











おいては、中国人はオランダ人にもポルトガル人にも先行していた。特にバンテンでは彼らは多大な影響力を持っていた。それは、彼らがそ 地域の海外貿易、胡椒生産とアラック酒の醸造所の大半を支配していたからである。オランダ人、中国人およびポルトガル人がバンテンの胡椒輸出の取り分をめぐって互いに競争するようになると、不信感や衝突が避けられなくなった。しかし、一六一九年のバタヴィア設立後、ヤン・ピーテルス〔ゾーン〕 ・クーン 中国人が、彼の「若い共和 」にとって素晴らしい入植者であると同時に、競争相手でもあること 気付き始めた。オランダから送り出された「我が 人間のくず」に比べると、中国人は誠実で 勤勉且つ有能な商人、職人あるい農夫であるようにみえた。クーンは、会社の利益がそれ要求するような場合には、アジア人 奴隷にし り 根絶やしにすることも躊躇わなかったが、 カピテン・ベンコン」の客として彼のもとで何夜も過ごし 何度 アドバイスを求めた。ベンコンは会社の参事会〈









Raad van de Chinese gem
eenschap 〉










て、 彼の前任者と比べてあまり肯定的なも で なか た。
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一六八四年に中国の外国貿易が法的に認められた後、中国人移民は再び増加し始めた。一六八九年頃、バタヴィアの住民は、押し込み強盗の数が増大したこと ついて苦情を言った。その際、彼らはこれを貿易用ジャンク船で到来し、然るべき生活手段を持たない多数の中国人が原因であるとした。一六九〇年 バタヴィア当局は、一六八三年以降に来航したす ての中国人はカピテンや中国人共同体のその他の権力者のもとに出頭 なければ らないことや、権力者たちが彼らの信頼性を保障しない限りは長期滞在できないというこ を命じ 一六九〇年やそれ以降にジャンク船で来航したほとんど全ての中国人は、同じ年に再び出航することを勧告された。中国 を監督下 置くためになされたこれらの措置は その後 多くの試 と同様に、全く成功し かった。 は 部分的 はオランダ人官吏への賄賂が効いた結果であった。他方で、東インド会社は、中国人によって経営されていた製糖所の製品や、中国人ジャンク船での貿易も必要 ており 製糖所向けの労働力の供給やジャンク船の 長 良好な関係を危険陥らせうるようなことを少しでも行うつもりは かっ 。このため、インド評議会ははっきりしない方針をとり続けた。中国人を恐れながらも同時に必要としてい めである。中国商人が外国と結びつくことや政権を密かに破壊す
る活動の危険を恐れた清朝政権が一七一七年から一七二二年までジャンク船の海外渡航を禁止した後、バタヴィアの権力者たちは、安堵の溜息ともに貿易の再開を歓迎した。そして彼らは、以前よりもバタヴィアの中国人により多くの恩恵を与え、移民 制限に関する彼ら自身 措置を無視した。 公式にはバタヴィアや郊外における中国人の人口は、一六八二年には約三〇〇〇人、一七一九年には四〇〇〇に達した。しか 、その増加はもっと急速だった可能性ある。中国人製糖所の数が最も多くあったバタヴィア周辺の農村地帯における公式なデータ 一七一九年には七五五〇人だったも が一七三九年に 一万五 四人に増加したとの報告があり、この数もおそらく少なく見積もったものであろう。勿論、常にジャワ島の他地域 特に東岸に定住した多数 移民 存在した。農村地帯の多く 中国人は製糖所に働きに行ったが 現地では窃盗やその他の犯罪に関する苦情が次第に増加し、その大部分 社会的に不安定な中国人住民が原因で とされ 一七二五 以降に生じたバタヴィア周辺地域 おける全般的な経済的衰退によって、中国人にとって生活はおそらくよ 困難 ったであろう。 一七二九年以降、 ど 中国人も二レイクスダールデル〔＝五ギルダー〕を支払って「許可証」を購入する義務を負った。この規則は、 会社 堕落した職員に って、
















. baron Van Im
hoff 〉の勧告によって行われた。こ
の措置により、許可証を持つと持たないとに かわらず、多くの中国人が、全く思いやりのない仕方で捕えられ ことになった。多くの者は森に逃げ込み、不法に滞在してい
る同胞と合流した。九月末頃には農村で多くの騒動が報告されたが、評議会は、ファン・イムホフの影響下にあって、これをさほど深刻にはとらえなかった。同胞 と疎遠であった中国人カピテン 状況の深刻さを十分に認識していなかったであろう。時には数千人 らなっていた大きな中国人グループが一〇月八日の夜から九日にかけて市壁を襲撃したが、その直前の数日の間に、やっといくつかの防衛的 措置が取られた。これらの襲撃は、そ 後一〇月一三日まで時折起こった襲撃と同じよう 、中国 がうまく組織されておらず、火器の取り扱いに全く経験がなかったことが主な理由で、撃退さ 。バタヴィアの中国人の家でい つかの武器が発見され、群衆は反乱 関係なかっ 中国人を殺し、彼らの家を略奪し、焼き払い始めた。市中における襲撃とその後に続いた殺戮 おそ く約一万人の中国人が死亡したであろう。オランダ軍は農村での進軍にほとんど抵抗を受け かった。よりよく武装し、組織化され、何人かのジャワの王侯の支援を受け 他の中国人の武装戦力は北東ジャワでいくら 勝利をあげたが、結局のところ、オランダ人と結託した他のジャワ人にて打ち負かされた。この「 国人反乱」は、バタヴィアでの戦闘を除いて、ほとんどが長期 わた ジャワ人対オランダ人の闘争の一部であって、後にすべての関係者がそこ
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ロッパの船が広州から輸出した合計量と同じくらい 量の茶をバタヴィアに運んだと思われる。この茶 一部 会社によってバタヴィア 買われ、母国に船で送られた。しかし、より多くの量が個人によって会社 船で非合法にオランダに送られた。これによって、ヨーロッパ人 彼 輸入品をヨーロッパ向けに輸出する際の特徴であり、 さ に、「大いなる」広州への通行税の特徴であったところの注意深い品質管理、異なる種の分類、密閉した梱包は不可能となった。従って、オランダの茶はヨーロッパ 市場ではあまりよい成果をあげなかった。 当局は中国に船を送る用意はなか た。彼らはバタヴィアのジャンク船貿易を弱めたくなかった。というのも、それが中国への胡椒










以降広州への航海は再び ランダから直接行われた。この方法で、会社はよりよい品質の茶を入手し、それをより早くヨーロッパ市場にもたらし、そして、おそ く、バタヴィア当局とのトラブルや妨害を回避したいと望んだ。しかし、六年もたたないうちに直接貿易のシ テムは止められ、一六九〇年以前に使われたバタヴィアから中国へのオランダの航海システムが再開された。十七人会はこの方法でヨーロッパからの長い航海の際 熟練商人の高い給料による大きな支出を節約し、胡椒や他の熱帯の産物を販売することによってカントン貿易〈
K
anton-handel 〉に投資さ
れた銀貨の総額を減らすことを望んだ。バタヴィア当局はこの時期には前の数年と比べて、これら 航海を行うことにより積極的だった。しかし、 の方向転換 理由 全くはっきりしない。　
広州での貿易におけるオランダ船の積載量の増加と、


























で貿易しようとした。 る特定の外国人グループとの貿易を一つの港に限定する傾向が常 あった清当局は、一七五五～一七五七年に、ヨーロッパ人には広州においてのみ貿易することを許可する旨を最終的 決定した。同時に、治安員システム〈
veiligheidsagentensysteem
〉がよ
り拡大化、厳格化され、新しい法令が公布 れた。イギリスがこの問題および他の様々な困難 ついて宮廷に抗議するため、通訳 ジェームス・フリント〈
Jam
es Flint 〉を
北京に最も近い港に派遣したところ、清当局は彼を広州で三年間の自宅監禁とし 広州での貿易につ てはさらに厳しい措置を公布した。一七五五年と一七六〇年の規則によって、公行商人たちはさらに全面的に 支配 ことになったが、同時に、彼らは保証人になったり 倉庫や住宅を賃貸していた外国人に対し より大きな責任 負うようになった。一七六〇年、彼ら 共同の資本をもって、外国人とのあらゆる貿易を管理する団体である一つ 公行〈Co-hong 〉に統合された。しかし、ヨーロッパ人が一人の
有力な公行商人に、賄賂として分配させるため大金を与えた後、一七七一年にこの組織は解散し 。公行商人たちは、











たちは厳しく監視された。ヨーロッパ人は貿易のシーズン中だけ広州地域にとどまることを許され、冬にはマカオで過ごさなければならなかった。し し、 の「貿易版ラザロの館」 〈
handelslazarushuis 〉での生活もまたよい側面

























印象深い使節団を派遣し、それは一七九三年に北京へ到着した。しかし、使節団は広州に関するイギリスの苦情に対処してもらうことはできなかった。だが、 広州の清当局使節団が北京にもたらした彼らに対する苦情 つ 憂慮していたようである。そのため、当局は苦情のより少ない、より友好的な使節団を派遣してくれるそ 他の外国人グループを見つけることを望んだようである。中国で東インド会社のために八年間過ごし、 その後アメリカに移住し、次いで広州の居留地の長として再び東インド会社に帰って
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力するであろうと述べた。彼は、あまりに遠い移動距離のため、これは不可能であろうと考えていた。しかし、皇帝がそれに同意したので、使節団は、寒く悲惨で、かつ骨の折れる四九日間の北京への旅に送り出された（馬による効率的な駅制でこのルートを踏破した使者 約三二日間かかった） 。到着後 使節団は、宮廷役人が彼らの受け入れの用意をほとんどしておらず、そのうえ、新年の準備であまりにも忙しいため出迎えてもらえない いう扱いを受けることとなった。だ 、これらの困難を除けば 使節団皇帝から多くの敬意を以て遇された。といってもその中には、皇帝の食事の食べ残しを供さ るなど 彼らにとって
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（ⅶ） 「鄭芝龍とその子孫は、八〇年代 初めま 台湾海峡にお






























付図１ 「中国地図 （福州・北京間の使節団ルート） 」 は、 原文 「最
初の時期」の章に収録されていた図である。原文には付図１に記載されていない地名も頻出するため、付図２「東インド会社関係地図」を併せて掲載する。参照されたい。
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のほぼ全てを通じて日本との貿易を行ってき 国として有名である。しかし、 オランダ国内におけるアジ の研究といえば、オランダが長期間支配し いたインドネシアに関するものがほとんどであり、東インド会社 シア以外で 活動に着目したものは少な った 本書ではインドに関する論文が三本と、セイロ 島、マレー半島、中国、そし 日本 論文が一本ずつ収められ、それぞれこれま 注目されてこなかった東インド会社のインドネシア以外で 活動を記 いる。　
本書は以下のような構成になっている。Prof.dr.M
. A. P. M
eilink-Roelofsz, Inleiding 〔序文〕
  Prof. dr. S. Arasaratnam
, D
e VO
C in Ceylon en Corom
an-
del in de 17de en 18de eeuw
〔一七世紀および一八世紀のセイ
ロンとコロマンデルにおける東インド会社〕
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〔一七世紀の東インド会社とマラバール海岸〕
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r. L. Y. Andaya, D
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en 18de eeuw
〔一七世紀および一八世紀の東インド会社とマ
レーの社会〕   Prof. dr. John E. W
ills jr., D
e VO
C en de Chinezen in Tai-
w
an, China en Batavia in de 17de 18de eeuw
〔一七世紀およ
び一八世紀の中国・台湾・バタヴィアにおける東インド会社と中国人〕   Prof. dr. M
. K
anai, N





て紹介する。Inleiding, Prof. dr. M






紀前半にかけてのアジア人とヨーロッパの関係を主な研究分野としていた。編者はもとも ハ グにあるオランダ国立公文書館に務めており、そこで東インド会社に関す 史料 担当し、アジアからの視点に着目してアジアへのオランダの進出に関する研究を進 た。東インド会社の記録に関する長期間の研究により、同氏は誰よ も東インド会社の歴史 精通するようになる。さらに、ヨーロッパ人の世界進出に関する史料
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の詳細な研究の結果、同氏は東西インド会社研究の大家となった。この序文において、同氏はオランダではインドネシアの植民地史・経済史・農業史を除いて さほど研究されていなかったことを指摘し、海外 研究者が東インド会社の現地商館について調べることが多いと述べ いる。D
e VO
C in Ceylon en Corom













はセイロン島におけるオランダ人 活動に関する で、貴重な成果を挙げた。本論においては、オランダ 東方進出においてセイロン島が商業的、戦略的に重要な拠点であったとし同島とインドのコロマンデル海岸におけ 人の活動とその価値について述べている。D
e VO












のマラバールにおける活動に焦点を当てたものである。本論おいてはマラバールの北に位置し、ムガル帝国 貿易港とし栄えたスー ト おける東インド会社の活動を扱っD
e VO
C en de M
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 of Johor, 1641-
1728
の著者でもある。マレー半島を中心とした地域の東イン
ド会社の活動は戦後のオランダ はあまり関心を向けられいなかった。しかし、マラッカに商館を構えていた東インド会社にとって、 この地は貿易上重要な寄港地であった。本論では、現地の海賊や戦争などに悩まされつつも秩序と平和を守ろうと苦慮する東インド会社の様子が描かれて る。N



















geschiedenis van de VO
C
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alburg Pers, Zutphen. 〔東イン






e geschiedenis van de VO
C
では詳しく触れられて
いなかった、東インド会社と東アジアの他 勢力との関係が具体的に著述されており、彼らに対するオランダ人の認識 ついて示唆を与えられることが多かった 一方で、中国史・東南
アジア史の研究成果に鑑みて、解説を付した方が望ましいと思われる箇所も散見された。そのため、可能な限り原文を生かした訳文となるよう留意しつつ、必要に応じて訳注を付 、付図を掲載した。　
なお、翻訳を分担したのは次の一〇名である（所属はゼミ
参加時） 。岩井優典・遠藤正之・久礼克季（立教大学大学院生）鈴木昇司（立教大学大学院キリスト教学研究科助手） 、北村淳也（一橋大学大学院生） 、戸森麻衣子（日本学術振興会特別研究員（ＰＤ） ） 、福田舞子（鶴見大学大学院生） 矢田純子（お茶の水女子大学 院生） 、吉村雅美（日本 術振興会特別研究員（ＰＤ） ） 、渡辺真由美（日蘭学会会員） 。　
本訳文が幅広い分野において活用されることを期待したい。
